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時間：2015 年 8 月 1 日(土) 13 時 30 分～ 
場所：京都大学国際科学イノベーション棟シンポジウムホール 












な手段としての M&A の有効性を詳解いただく。 
 
司会  京都大学大学院経済学研究科 准教授 曳野孝 
 
13:30-13:40 
挨拶：京都大学大学院経済学研究科 研究科長 教授 岩本武和  
 
13:40-14:40 
講演：ボストンコンサルティンググループ日本代表 御立尚資  
「 ビジネスモデルイノベーション-日本の製造業とサービス産業の将来像- 」  






講演：インテグラル代表取締役パートナー  佐山展生 









































時  間： 2015 年 7 月 28 日(火) 16:30－18：00  






















































































































































































                                                                 
１．「日本的雇用慣行を打ち破れ」     ２．「本社はわかってくれない」  
３．「養生のヒント」           ４．「禅的老い方」   
５．「老い駆けろ！人生」         ６．「安保徹の長寿革命」    
１．「日本的雇用慣行を打ち破れ」  八代尚宏著  日本経済新聞出版社  2015 年 4 月 22 日 
副題 ： 「働き方改革の進め方」   




































































２．「本社はわかってくれない」  下川裕治編  講談社現代新書  2015 年 3 月 20 日 
副題 ： 「東南アジア駐在員はつらいよ」   

































３．「養生のヒント」  五木寛之著  中経出版  2015 年 3 月 29 日 
























４．「禅的老い方」  境野勝悟著  三笠書房  2015 年 4 月 5 日 
副題 ： 「限りなくシンプルに、豊かに暮らすヒント」  























５．「老い駆けろ！人生」  草野仁著  角川新書  2015 年 5 月 10 日 


















































































再録：「読後雑感：【これから、中国とどう付き合うか】 2011 年 1 月 18 日」 
「今后，日本该如何与中国打交道？—— 和则两利, 斗则俱伤」2015 年 5 月 6 日小島正憲 
                                     













































「今后，日本该如何与中国打交道？ —— 和则两利, 斗则俱伤」 





    宫本先生对于国家利益，有如下见解。我对他的见解毫无异议，十分赞
成。宫本先生还在本书正文中将这一见解一字不差地复述了三次。由此可见宫
本先生对于国家利益的信念之坚定，气魄之不凡： 







    提出“拘泥于感谢的日本与拘泥于赔罪的中国”之论的宫本先生，对中日战
争赔偿问题作出了如下的出色分析： 

























    至于战后日本在国家层面上对中国的贡献，宫本先生也给出了以下明确的
表述： 
















































読後雑感 ： 2011 年 第 2 回                                                                                                                        
１．「これから、中国とどう付き合うか」    
２．「アジアの潮流と中国」    
３．「中国がなくても日本経済はまったく心配ない！」         
４．「中国バブル経済はアメリカに勝つ」   
５．「日米同盟ｖｓ．中国・北朝鮮」 
 
１．「これから、中国とどう付き合うか」  宮本雄二著  日本経済新聞出版社  １月５日 









































































宮本氏は本文中で、次のようなエピソードを書いている。「2006 年 4 月、


















































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6        14.1 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年             
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年             
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 






されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
